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★町の人口★10,318人（+ 69）男4,852人（-7）女5,466人（+ 76）世帯合計3,586( +61）平成4年11月30日現在（ ）は前年同月との比較です 

m 門きZ 朔ユ「とりにちなんで羽ばたきた 

’ー41ーー‘ーー’ い」 絹子さん（S32年生まれ 

中里）「中学生になっても小学校のときより友だ 

ちを多くつくりたい」真妃ちゃん（S55年生まれ） 

！中・It羊きZ ‘相ユ「家族の健康と初孫 
J 『一・ノ、～‘ーー‘J がすくすく元気に」 
都美子さん（S20年生まれ生力N・T )「毎日を大切 

に、ムダなく仕事をしたい」紀子さん（S 44年生まれ） 

てケブtきZ 虫話＝ 「福をかき込むように」 
一一’I L 、‘ Iv ーー 九州男さん（Tio年生まれ 
8の2) fl 1年間健康で」丸美さん（S32年生まれ） 

「友達とたくさん遊びたい」尊くん（S56年生まれ） 

射 トきZ 唾日ユ 「家族が健康でありま 

'‘一ーー‘v~"’ すように」和子さん 
(S32年生まれ町営伏原）「少年野球でがんばる」 
和憲くん（S 56年生まれ） 

と
り
示
 
犠
孔
冬
オ
7
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
内
の
と
り
年
生
ま
れ
7
8
0
 

人
の
中
か
ら
、
4
組
の
家
族
に
今
年
の
抱
負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
 

《とり年生まれ》 

・M30年～ 2人 

・M42年～45人 

・Tlo年～94人 

・S8年～157人 

・S 20年～104人 

・S 32年～123人 

・S 44年～104人 

・S 56年～151人 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
 

" 

う
ご
ざ
い
ま
す
c

こ
と
し
 

点
戸
」
敏
響
欝
報
 

柳
 に

輝
く
皆
さ
ん
に
心
か
ら
 

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

赤
池
町
は
毎
年
一
月
三
日
 

に
成
人
式
を
行
っ
て
い
る
。
 

町
は
、
町
在
住
者
と
赤
池
 

中
学
校
の
卒
業
者
名
簿
か
ら
全
国
に
 

招
待
状
を
送
る
。
こ
れ
ま
で
の
対
象
 

者
は
一
二
〇
人
か
ら
一
三
〇
人
位
の
 

と
こ
ろ
を
推
移
し
て
い
た
が
今
年
は
 

一
挙
に
五
十
“
r
を
越
え
る
増
加
で
あ
 

る
。
第
二
次
ベ
ビ
ー
。
フ
ー
ム
の
世
代
で
 

あ
ろ
う
▼
昨
年
末
、
厚
生
省
が
都
道
府
 

県
別
将
来
人
口
推
計
を
発
表
し
た
。
そ
 

れ
に
よ
る
と
日
本
の
人
口
は
西
暦
二
〇
 

一
〇
年
ま
で
増
え
続
け
る
も
の
の
、
約
 

三
割
は
首
都
圏
に
集
中
し
、
地
域
格
差
 

が
拡
大
、
二
十
九
都
道
府
県
で
減
少
 

す
る
。
ま
す
ま
す
地
方
の
高
齢
化
が
 

加
速
さ
れ
る
▼
赤
池
町
は
、
今
年
「
老
 

人
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
。
こ
 

れ
は
国
の
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
 

ケ
年
戦
略
」
（
い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
 

ン
）
に
基
づ
く
も
の
で
在
宅
福
祉
（
ホ
ー
 

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
）
や
施
設
福
祉
 

（
老
人
ホ
ー
ム
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
）
等
 

の
事
業
に
つ
い
て
今
後
十
年
間
で
達
成
 

す
べ
き
目
標
を
具
体
的
に
数
値
で
掲
げ
 

る
も
の
で
あ
る
。
目
標
は
、
高
齢
者
が
 

「
し
あ
わ
せ
」
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
で
 

あ
る
。
今
年
は
自
分
自
身
の
老
後
を
真
 

剣
に
考
え
る
よ
い
機
会
だ
。
 



一
 

ぴ
し
い
中
に
も
ま
ぢ
づ
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ー
 
い
凸
騒
v
E
 

‘ 

《 

J

' 

健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
じ
臨
邑
と
を
心
か
ら
お
祝
い
白
‘
ツ
亜
冒
町
凸
』
合
v
e
 
一』
 

昨
年
は
、
財
政
再
達
準
用
司
隊
一
の
一
旧
定
と
m

う
太
変
叢
し
い
選
択
を
直
ら
九
飽
事
で
し
恕
。
町
罵
の
み
 

都〈堅v
。 

一
お
邑
 

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
大
変
ご
謎
惑
を
血
凹
身
＠
馴
綴
卿
〈
 

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
』
す
。
 

さ
て
世
界
は
、
大
変
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
e

卵
《
笠
劇
A
 

ト
と
い
う
こ
と
で
、
東
西
対
立
・
冷
嚇
【
い
轟
終
・
結
を
＆
凸
更
見
ウ
 

し
た
c

つ
ま
り
世
界
は
、
米
ソ
の
超
ず
一
国
が
支
・
配
し
た
冷
戦
 

卵
弛
 

と
を
心
か
ら
お
祝
 

固
う
太
変
厳
し
 

曇
 
同
 

い白L
並
砂
倉
す
e
 

い
 選
択
を
迫
ら
 

野
 

客
 

加
飽
年
で
し
危
。
町
慮
④
 

か
鯵
身
＠
馴
】
局
賞
堂
圏
い
で
す
e
 

『同A
単
S
環超」製邸 

の
で
す
。
ま
す
ま
す
日
本
の
果
た
す
島
き
 

一
方
、
国
内
で
は
、
政
治
改
革
の
年
で
 役

，
割
が
 e

跡」m
面
が
乳
龍
ミ
呂
ン
 

ふ
虜
見
て
『
餅
し
い
 

へ
 ン
 

世
界
的
協
力
関
係
 

＠
臨
億
か
ら
 一

 

世
界
的
 

が
大
〈
じ
く
な
り
龍
舎
（
耳
見
ま
す
。
 

サ
亀
g
ト
昭
ツ
連
邦
山
 

●
関
係
＠
《
環
蹴
』
号
三
・
 

な
協
力
関
係
＠
時
礁
一
 

な
協
力
関
係
 

あ
，
龍
鵬
合
）
か
か
ね
ら
ず
、
鳳
費
餓
塑
幽
員
て
．
興
畳
開
騒
 

金
と
な
り
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
経
済
の
］
明
壊
以
降
 

り
深
刻
で
す
。
振
り
返
る
と
赤
池
町
は
。
五
年
前
町
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
急
国
》
！
聖
留
つ
肌
」
魯
据
い
ま
 

そ
の
芽
が
「
童
謡
の
ま
ち
づ
く
紘
，
』
・
舎
し
覧
》
昌
て
い
星
v
e

「
童
謡
ま
包
凹
』
低
鼠
町
切
・
 

ましたo

町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
賞
川
地
区
や
筑
豊
の
イ
メ
0
ッ
婁
自
に
議
覧
冒
奴
零
 

私
は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
絶
や
も
鷺
鶴
な
ら
な
い
点
り
毘
て
い
皇
v
。
今
後
と
も
町
民
＠
み
h
 

を
あ
ら
た
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
 

本
年
は
町
制
施
行
五
十
五
周
年
の
年
と
な
凹
）
〈
冒
n
』
）
龍
。
財
政
再
建
下
の
龍
め
、
察
臨
膿
で
目
」
』
 

ど
 
「
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
」
の
ニ
王
嵐
、
年
の
記
念
す
ぺ
（
い
阜
で
合
x
め
切
ま
●
v
回
記
念
と
し
て
「
」
保
 

よ
っ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ぼ
」
な
す
で
侶
上
〕
（
鷲
削
④
費
唇
為
も
実
一
行
委
員
会
を
結
成
し
も
函
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に
願
包
て
犀
望
冒
せ
応
。
 

お
わ
り
に
、
「
ひ
と
づ
く
り
」
存
覧
ま
（
b
づ
く
凹
』
＠
童
琴
嶋
目
で
ょ
麗
町
億
，
自
ら
そ
＠
鳳
 

不
況
が
長
期
化
し
 

五
年
前
町
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
 

川
地
区
や
筑
豊
の
 

な
ら
な
 

長
期
化
し
て
い
良
す
邸
、
こ
＠
家
昆
低
 

w
五
十
周
年
を
記
念
し
て
ゴ
買
塁
ず
つ
m
 

〈
堅
v
。
「
童
謡
ま
包
凹
』
低
血
諮
町
の
ニ
 

イ
メ
0
ツ
a
ユ
英
白
●
S
響
見
」
留
し
危
，
】
 

「
童
謡
ま
 

い
た
員
り
毘
て
い
〈
堅
v
。
 

凹
西
」
n
凹
龍
。
 
財
政
再
建
下
の
 

も
実
一
行
委
員
会
を
結
成
し
 

今
後
と
も
町
民
 

龍
め
、
白
曇
置
で
目
自
母
命
邸
、
今
●
低
ら
書
う
 

す
回
記
念
と
し
て
「
遠
州
金
曲
胃
管
を
聞
）
催
す
局
 

委
員
会
を
結
成
し
も
取
凹
母
み
を
．
」
静
（
ま
し
龍
。
 

記
念
と
 

＠
み
 

な
4
ご

ま

 

筆
 

難
 

‘
持
、
徴
加
 

大
き
ノ
、
宝
に
え
 

要
が
あ
り
ま
す
。
本
年
は
政
治
「
二
理
条
例
制
定
を
検
討
す
る
審
議
会
を
設
置
い
臨
し
臼
」
〕
％
四
皇
臣
為
＠
》
J
意
見
奄
胆
」
 

い
と
思
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
掃
町
民
＠
み
な
さ
為
の
『
圃
＠
ご
黒
答
）
ご
臨
勿
皆
お
園
い
白
L
）
上
研
、
m
剃
響
の
 

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
「
 

鳶
 

（
‘
・
 

J 

・ 

一 

【一一‘'5 

一（嘩 

・”】十・一・ 

一

九

九

三

年

 

元

旦

 

《 

い・
一 

零・〉一 

・
I
．」で‘」 

に
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
 

・t 
繁
，
 

」I 

』
 瞬

 

'
 、
 

ざてJ

ま
 

平
成
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
山
民
 

現
下
の
本
町
は
、
財
政
再
建
団
体
入
 

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
」
の
た
め
 

主
 

て
、
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
住
民
生
 

施
策
を
総
合
的
、
積
極
的
に
展
叩
r
〕 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
き
ま
し
 

富
癒
鵬
 

一 
、
 

皆
様
が
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
地
械
 

多
様
化
、
高
度
化
す
る
行
政
需
要
に
 

皆
様
方
か
ら
よ
せ
ら
れ
て
お
り
 

は
本
町
に
と
っ
て
も
深
刻
な
課
題
 

米
の
自
由
化
は
農
業
の
衰
退
 

の
導
入
と
い
う
こ
と
で
す
ま
さ
 

環
境
問
題
で
深
刻
さ
を
増
し
 

始
末
を
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
 

川
四
町
も
迫
ら
れ
て
ま
い
り
ま
 れ

 ま
 

ど
 活

 

さ
の
実
 

赤
地
 町
議

会

 

め
 ざ
し
て
 

闘
曇
水
、
”
永
 

慶
 

（
黒
夏
W
侶
つ
包
し
為
で
m
廻
響
＠
ご
 挨
拶
を
申
し
上
げ
 

g

郎急認w
＠
下
で
仰
町
嘉
も
囲
ら
乳
龍
轟
で
農
舞
昌
 

課
せ
ら
れ
た
、
使
命
も
ま
た
重
大
 

を
め
 ざ
 

臼
す
e
 

く

必

 

切
徳
 

あ

い

 

で
あ
切
．
と
少
わ
け
議
会
ほ
健
風
の
代
良
凸
し
 

く
凹
＠
《
愚
も
 
諸
施
設
の
 

て
恥
く
g
舎
が
験
R
求
の
ら
乳
て
お
切
ま
」
v
 

赤
池
一
町
は
 

g
切舎 

的
確
 

す
 

な
 

拍
車
 

る
 

ノ

、

 

侭
 

各
種
 

を
 

問
題
 

る
 

カ
 

で
 

思
 わ
 

長
期
的
視
点
 

地
域
福
祉
向
 

し
で
都
 

問
題
 

る
 

が
 山
 

（
襲
助
、
 
住
民
福
柾
向
 よ
＠
危
め
＠
 

嶋
愈
包
て
財
婆
鷲
些
＠
卿
罷
嶋
務
め
な
邸
ら
も
地
腕
＠
 

上
＠
国
賢
響
奏
験
鵬
勿
侶
《
懇
師
弘
轡
舎
凸
6
侶
も
今
豊
国
侭
 

く
必
要
が
あ
り
ま
 す。 

山
積
し
て
お
凹
自
す
邸
．
鴨
鵬
 農
業
問
題
 

@
&
＆
凸
思
い
欧
」
V
e

凸
賢
固
麹
で
低
。
塁
＠
市
 

勾
g
凸
）
駕
凸
思
い
凸
災
“
v
し
．
水
国
＠
一
】
撚
血
」
庭
 

あ
切
虫
m
W
為
③
 

れ
昌
る
の
鵬
、
ご
み
舞
遡
邸
あ
切
ま
す
。
 

紛
卯
？
）
』
壷
量
＠
増
穴
健
包
な
郎
包
て
畠
凹
、
号
＠
ご
 

た
 

の
現
状
に
対
し
、
も
っ
と
発
生
源
対
策
 

い
一
」
と
に
な
る
の
で
は
な
い
・
か
と
 

福
祉
問
題
で
は
、
高
齢
化
社
会
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
顧
り
み
ま
 

在
十
ニ
社
が
操
業
し
て
い
キ
 すb 

思
 

の
 

す
 

家
庭
〕
や
事
業
所
か
ら
 

か
ら
出
発
 

い〈堅v
。 

と
 

所
か
ら
＠
排
出
物
を
自
治
体
が
鑑
や
し
龍
り
 

飽
《
昭
泰
（
剛
む
貿
晒
邸
自
闘
侶
（
多
昆
ら
乳
な
い
 

排
出
物
を
自
治
体
が
 

保
健
福
祉
推
進
＋
 

長
年
の
懸
案
 

之
髪
血
回
＠
策
定
な
ど
。
畑
耀
一
の
更
な
る
充
実
号
追
め
倉
 

で
局
凹
富
し
龍
 

昨
年
か
ら
再
建
団
体
と
 

の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
れ
ま
で
運
り
実
一
 

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
性
康
 

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
 

新
年
 

一

九

九

三

年

 

「 し
 

策
定
な
ど
 

企
業
誘
致
 

環
境
一
問
題
 

福
祉
問
 

市
場
開
放
問
題
が
あ
り
ま
す
 

さ
か
 

り
埋
 あ

 
け
を
追
求
し
 

る
埋
立
地
探
 

め
 

と、 

侭
包
畠
欧
し
て
も
 

も
 

》m
藤
）
局
x
鵬
い
象
 

を
追
求
し
．
あ
含
＠
 

埋
立
地
探
し
侭
下
国
 

飽
凹
）
し
て
い
局
濯
吟
 

取
回
返
し
＠
つ
か
な
 

全
区
画
完
売
 し
。
呪
 

い
易
中
侭
6

『
上
野
焼
陶
器
ま
包
凹
』
。
 
『
電
翻
ま
う
切
』
な
習
 

い
切
凸
●
山
）
飽
。
 

」
受
宇
A
ゃ
よ
凹
」
同
鰯
樹
堅
万
＠
恩
W
侭
贋
）
《
る
べ
く
努
力
し
て
 

ふ
黒
響
嬰
皆
心
か
ら
お
雷
凹
い
龍
し
ま
」
v
と
タ
迫
侭
、
町
圏
（
国
嶋
製
夏
昌
畠
議
嶋
と
ご
脇
 

の
 一
 」
挨
拶
と
 

昆

旦

 

邸
危
L
)
〈
留
す
回
 

‘
「
力
い
っ
ば
い
・
・
己
選
手
宣
誓
の
日
高
さ
ん
（
七
区
公
民
館
）
 

順位 チ ー ム 名 タ イ ム 

1 保育所（オブ参加） 45.31 

2 9支所公民館 45.34 

3 20 支所公民館 45.35 

4 7支所公民館 45.38 

5 緑ケ丘N・T公民館 45.58 

6 14 支所公民館 46.26 

7 少年サッカー（オブ参加） 46.33 

8 3区公民館 47.05 

9 18支所公民館 47.18 

10 8区公民館 47.55 

11 生力N・T公民館 48.11 

12 11支所公民館 48.36 

13 6区公民館 48.56 

14 大浦公民館 48.58 

15 西銀（オブ参加） 49.31 

16 12 支所公民館 49.47 

17 議会・課長会（オブ参加） 50.03 

18 赤池N・T公民館 50.05 

19 4区公民館 50.29 

I0 

5区公民館 

22 支所公民館 

51.19 

51.33 

22 19支所公民館 52.06 

23 福銀（オブ参加） 53.41 

、J‘，鼻弾i 
▲ふくぎんさん、 

ありがとう 

A 、~ ‘一 ~ 

▲「お腹もすいたし・・・」「サンドイッチもおいしいネ」 

▲ボクもわたしも負けないぞノ（2区で） 

ト
「
寒
い
な
ー
ま
だ
か
な
」
 

▲「もうダメノ」「よしっまかせてノ」 

(14区で） 
▲「さあ早くノ」町長「あれっまだか」 ▲「これで安心…」メディカルチェック 
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．
 

戚
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あ
な
た
自
身
の
た
め
 

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
 

×
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、
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ー
i
ー
ー
…
三
・
、
一
ー
・
ー
ー
ー
ー
・
 

ノ
 

一
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

こ
こ
で
紹
介
す
る
作
品
は
、
昨
年
の
人
権
尊
重
旬
間
（
 12 

月
4
 

日
5
 14 

日
）
に
お
い
て
、
町
内
・
小
・
中
学
校
の
生
徒
か
ら
 
「
作
 

文
・
ポ
ス
タ
ー
」
、
地
区
公
民
館
及
び
職
域
か
ら
「
ポ
ス
タ
ー
」
 

な
ど
、
数
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
中
か
ら
、
力
作
と
思
わ
れ
る
作
品
を
今
月
よ
り
紹
介
し
て
 

／
 

×
 

地
球
 

.
 

甘
遣
 

以
◇
 

を
な
く
そ
 

ト
市
場
5
年

池

田

理

枝

さ

ん

 

（
岩
屋
団
地
）
 

●
赤
池
中
2
年
長
峰
雄
一
IR 

ん
（
緑
ケ
丘
 

'
 

▲上野保育所 ) 

×
 障

害

を

乗

り

こ

え

て

 

上
野
小
学
校
六
年
二
組
伊
勢
村
 
弥
 
生
さ
ん
（
薬
王
寺
）
 

私
は
、
 

一
年
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
、
 

い
ろ
ん
な
悪
ロ
を
言
っ
た
り
、
言
わ
れ
 

た
り
し
て
き
ま
し
た
。
 
そ
の
こ
と
で
、
 

話
し
合
い
に
な
っ
た
こ
と
も
、
何
度
か
 

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、
だ
い
た
い
 

の
人
が
、
「
言
わ
れ
た
ら
注
意
す
れ
ば
い
 

い
」
と
か
言
う
け
れ
ど
、
実
際
に
注
意
 

す
る
人
も
少
な
い
し
、
注
意
さ
れ
た
ら
、
 

言
う
の
を
や
め
る
と
い
う
人
も
、
少
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
多
く
の
人
が
心
の
中
で
 

「
こ
の
く
ら
い
の
悪
ロ
く
ら
い
な
ら
、
い
 

い
。
」
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
 

す。 

で
も
、
言
わ
れ
る
人
に
と
っ
て
は
、
 

す
ご
く
傷
付
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
言
わ
れ
た
く
な
 

い
こ
と
が
、
一
つ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
こ
と
を
人
か
ら
言
わ
れ
る
と
、
 

と
て
も
、
心
が
傷
つ
き
ま
す
。
 
で
も
、
そ
 

れ
を
克
服
で
き
た
と
き
は
、
心
が
、
ひ
 

と
ま
わ
り
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
ま
え
学
校
で
、
「
典
子
は
今
」
と
 

い
う
映
画
を
見
た
と
き
、
体
が
不
自
由
 

で
も
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
が
 

ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
 

知
り
ま
し
た
。
 

そ
の
人
た
ち
は
、
人
に
い
や
な
こ
と
 

を
言
わ
れ
て
お
ち
こ
ん
で
い
る
人
よ
り
、
 

ず
っ
と
強
い
と
思
い
ま
す
。
 

ふ
つ
う
の
人
の
場
合
も
、
で
き
な
い
 

こ
と
や
、
人
に
言
わ
れ
た
く
な
い
こ
と
 

は
、
多
い
と
思
う
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
 

を
、
悪
ロ
と
し
て
、
イ
ヤ
ミ
に
口
に
出
 

さ
れ
た
と
き
に
、
人
は
、
す
ご
く
傷
付
 

く
と
思
い
ま
す
。
 

だ
け
ど
、
自
分
が
、
い
や
な
こ
と
を
、
 

す
こ
し
で
も
言
わ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
お
 

こ
る
の
に
、
人
の
い
や
な
こ
と
は
、
言
 

う
の
が
当
た
り
前
と
で
も
い
う
よ
う
に
、
 

毎
日
の
よ
う
に
、
悪
ロ
を
言
っ
て
い
る
 

人
達
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
達
は
、
心
 

が
、
と
て
も
せ
ま
く
な
っ
て
い
る
の
で
 

は
な
い
か
な
、
と
私
は
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
体
に
障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
 

に
ガ
か
わ
い
そ
う
β
と
い
う
言
葉
を
使
 

う
と
、
そ
の
人
達
に
く
ら
べ
て
自
分
が
 

優
位
に
立
っ
て
、
そ
の
人
を
あ
わ
れ
ん
 

だ
り
、
同
情
し
た
り
す
る
見
方
を
し
て
 

い
る
よ
う
で
、
ク
か
戸
い
そ
う
4

と
い
う
 

言
葉
は
、
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
 

差

別

 に
 
つ
 
い
 
て
 

市
場
小
学
校
六
年
ニ
組
岩
 
崎
 
千
 
鶴
さ
ん
（
車
道
一
）
 

人権 

み
な
さ
ん
、
差
別
に
 

つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
か
。
 

例
え
ば
、
手
や
足
 

が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
 

老
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
 

み
ん
な
と
ち
が
う
目
で
 

い
ま
す
か
。
そ
れ
は
 

「
あ
の
人
が
む
し
す
る
 

か
ら
で
す
。
」
 
と
か
、
 

「
み
ん
な
が
言
っ
て
い
 

た
か
ら
で
す
。
」
 
な
ど
 

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
「
む
 

し
す
る
。
」
 
と
か
 
「み 

ん
な
が
言
う
。
」
と
か
で
、
「
あ
の
人
は
 

き
た
な
い
。
」
と
か
、
「
遊
ん
で
や
ら
な
 

い
。
」
と
か
簡
単
に
言
う
の
で
し
よ
う
か
。
 

む
し
す
る
こ
と
も
い
け
な
い
と
は
思
 

い
ま
す
が
、
き
た
な
い
ま
で
は
、
絶
対
 

に
言
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

見
る
な
ど
、
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
 

か
。
私
は
、
 

一
番
身
近
か
な
学
級
の
こ
 

と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
 

学
級
で
は
、
差
別
に
つ
い
て
話
し
合
っ
 

た
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
 

果
、
い
じ
め
た
り
、
差
別
し
た
り
し
た
 

人
が
、
さ
れ
た
人
に
あ
や
ま
り
ま
し
た
。
 

一J 

も
し
、
自
分
が
そ
ん
な
ふ
う
に
言
わ
 

れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
私
は
、
自
分
 

が
言
わ
れ
て
い
や
な
こ
と
は
言
っ
て
は
 

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

だ
か
ら
、
私
は
言
い
ま
せ
ん
。
 
み
ん
 

な
は
、
言
わ
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
 

だ
れ
も
が
、
「
い
や
。
」
と
答
え
る
は
 

ず
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
 

う
れ
し
い
と
思
う
人
は
、
だ
れ
一
人
い
 

ま
せ
ん
。
差
別
を
さ
れ
て
、
う
れ
し
い
 

と
思
う
人
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
こ
 

と
は
、
言
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
 

と
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

そ
れ
で
は
、
言
う
人
は
ど
う
で
し
よ
 

人

間

だ

 か
 
ら
 

赤
池
中
学
校
 
藤
 
田
 
真
 
樹
さ
ん
（
町
営
伏
原
五
）
 

「
人
権
作
文
」
 
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
 

き
私
は
、
人
権
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
 

ん
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
 

い
く
ら
考
え
て
も
確
か
な
答
え
が
で
 

て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
国
語
辞
典
で
調
 

べ
て
み
た
。
そ
こ
に
は
 
「
人
が
生
ま
れ
 

た
と
き
か
ら
も
っ
て
い
る
自
由
と
平
等
、
 

生
存
な
ど
の
権
利
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
 

そ
の
中
の
自
由
と
は
、
人
が
自
分
自
 

身
で
思
っ
た
こ
と
を
行
動
に
表
し
た
り
、
 

言
葉
に
表
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

こ
と
だ
と
思
う
。
 

一
一
つ
目
の
平
等
と
は
、
人
と
人
と
の
 

間
に
は
差
が
な
く
、
み
ん
な
同
じ
だ
と
 

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
 

し
か
し
、
近
ご
ろ
は
、
差
を
な
く
す
 

た
め
に
個
性
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
 

の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
 

私
達
も
、
も
う
す
ぐ
考
え
な
け
れ
ば
 

い
け
な
い
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、
将
来
、
 

建
築
関
係
の
仕
事
を
し
た
い
か
ら
、
工
 

（
業
高
校
に
進
み
た
い
人
が
い
る
と
す
る
。
 

ノI 

で
も
、
ま
わ
り
で
は
、
普
通
科
に
比
 

べ
て
工
業
科
は
お
と
る
と
い
う
考
え
が
 

あ
る
よ
う
だ
。
み
ん
な
自
由
だ
、
平
等
 

だ
、
と
い
っ
て
い
る
が
、
自
分
の
言
い
 

た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
言
う
と
、
結
局
 

損
を
し
て
し
ま
う
。
 

私
は
、
ル
正
直
も
の
が
馬
鹿
を
み
る
方
 

よ
う
な
こ
と
が
な
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
 

い
と
思
う
。
 

先
日
、
テ
レ
ビ
で
、
イ
ル
カ
の
話
を
 

取
り
上
げ
た
番
組
を
み
た
。
そ
れ
は
、
 

ア
メ
リ
カ
の
児
童
保
護
施
設
の
話
で
、
 

そ
こ
に
は
、
心
の
傷
を
持
っ
た
子
供
達
 

が
た
く
さ
ん
い
た
。
 

そ
の
中
で
も
、
 
一
番
重
傷
の
子
の
所
 

に
イ
ル
カ
が
自
ら
そ
ば
に
よ
っ
て
き
て
、
 

そ
の
子
に
何
か
話
し
か
け
る
よ
う
に
や
 

さ
し
く
よ
り
そ
っ
て
い
た
。
 

そ
し
て
一
緒
に
お
よ
ぎ
は
じ
め
た
の
 

だ。 

イ
ル
カ
は
、
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
の
 

子
を
守
る
よ
う
に
、
お
よ
い
で
い
た
。
 

し
だ
い
に
、
そ
の
子
の
心
が
開
い
て
 

ノ
 

す
。
そ
の
人
達
こ
そ
、
周
り
の
目
に
負
‘
 

け
ず
に
、
ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
よ
う
に
、
 

生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
、
 

ク
か
わ
い
そ
・
7
 
と
い
う
同
情
の
言
葉
 

よ
り
、
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
く
だ
さ
い
 

》
と
い
う
、
は
げ
ま
し
の
言
葉
の
ほ
う
 

を
、
か
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
力
に
な
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
 

よ
う
に
も
し
た
い
で
す
。
だ
け
ど
、
人
 

の
傷
付
く
こ
と
を
言
う
、
心
の
せ
ま
く
 

な
っ
て
い
る
人
に
は
、
か
け
る
言
葉
が
 

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
い
や
な
こ
と
を
 

言
い
た
い
放
題
言
わ
れ
て
落
ち
こ
ん
で
 

い
る
人
に
も
、
や
っ
ぱ
り
、
は
げ
ま
し
 

て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

で
も
、
人
の
傷
付
く
こ
と
を
簡
単
に
 

言
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
心
が
暗
く
、
 

せ
ま
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
に
は
、
 

何
と
注
意
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
 

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 
で
も
、
勇
気
を
 

持
っ
て
注
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
人
の
傷
付
く
こ
と
を
 

言
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
し
、
 

も
し
言
わ
れ
て
も
が
ん
ば
っ
て
克
服
し
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
 

私
達
の
手
で
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
 

が
、
平
和
で
幸
せ
に
す
ご
せ
る
よ
う
な
 

世
界
を
、
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

で
も
、
あ
や
ま
っ
た
だ
け
で
は
本
当
 

に
し
な
い
わ
け
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

別
に
、
天
に
ち
か
っ
て
も
な
い
し
、
 

心
の
お
く
底
か
ら
で
も
あ
や
ま
ら
な
い
 

と
、
一
度
始
め
た
こ
と
は
、
簡
単
に
は
 

な
お
り
ま
せ
ん
。
 

だ
か
ら
、
今
も
み
ん
な
の
気
が
付
か
 

な
い
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
る
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
す
 

る
の
か
、
聞
い
て
み
た
か
っ
た
の
で
、
 

聞
い
て
み
ま
し
た
。
何
と
答
え
た
と
思
 

う
か
。
言
う
人
だ
っ
て
、
あ
ま
り
気
持
 

ち
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
 

今
、
差
別
を
し
て
い
る
人
は
す
ぐ
に
や
 

め
、
差
別
を
受
け
た
人
に
あ
や
ま
り
ま
 

し
よ
う
。
そ
し
て
、
気
持
ち
が
晴
れ
た
 

と
こ
ろ
で
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
遊
 

ぶ
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
差
別
を
な
く
し
て
、
 

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ん
だ
り
、
ま
た
、
 

さ
れ
て
い
や
な
こ
と
や
、
言
わ
れ
て
い
 

や
な
こ
と
は
、
し
た
り
、
言
っ
た
り
し
 

な
い
よ
う
に
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

私
も
こ
の
こ
と
を
心
が
け
、
実
行
し
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

い
っ
た
よ
う
に
私
に
は
見
え
た
。
今
ま
 

で
ぜ
ん
ぜ
ん
笑
わ
な
か
っ
た
子
が
、
少
 

し
ず
つ
笑
っ
て
い
っ
た
。
 

こ
の
イ
ル
カ
の
よ
う
に
、
誰
に
で
も
 

や
さ
し
く
、
広
い
心
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
 

差
別
な
ん
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
私
 

は
思
っ
た
。
同
じ
晴
乳
類
の
イ
ル
カ
に
 

で
き
る
の
だ
か
ら
、
人
間
に
も
で
き
る
 

は
ず
だ
と
思
う
。
も
し
、
本
当
に
こ
の
 

こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
人
権
ポ
ス
 

タ
ー
や
人
権
作
文
、
人
権
標
語
な
ど
、
 

書
か
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
 

で
も
、
今
は
ま
だ
ま
だ
、
書
か
な
く
 

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ロ
先
 

だ
け
で
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
 

り
、
現
実
に
は
、
差
別
が
ま
だ
あ
る
の
 

で
あ
る
。
ガ
人
権
を
守
る
こ
と
、
差
別
を
 

な
く
す
こ
と
w

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
 

人
間
と
し
て
値
価
が
な
い
よ
う
な
気
が
 

す
る
。
 

人
権
週
間
な
ど
を
作
ら
な
く
て
も
、
 

み
ん
な
が
わ
か
り
あ
え
る
日
が
く
れ
ば
、
 

そ
の
時
が
本
当
に
、
差
別
が
な
く
な
っ
 

た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
は
や
く
 

そ
ん
な
時
が
く
れ
ば
い
い
と
、
心
か
ら
 

思
っ
て
い
る
。
 

×
 



の
 

く
 

12 

月
6

日
、
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
 

会
が
行
な
わ
れ
、
熱
い
闘
い
の
結
果
、
 

20 

支
所
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 
各
 

地
区
よ
り
 11 

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
打
倒
 

20 

支
所
を
め
ざ
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
 

壁
を
破
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

この壁は厚いノ（20支所vs 4支所） 

社会保険庁長官より表彰 

11 
月
 30 

日
福
岡
市
民
会
館
で
、
福
岡
 

県
社
会
保
険
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
 

池
田
義
道
さ
ん
（
中
組
）
が
、
社
会
保
 

険
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
保
険
労
務
士
 

と
し
て
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
 

の
で
す
。
 

白 
フじ 

全 
参 
加 
と 
平 
等 
を 
ノ 

11月30日、国連・障害者10年の最終年 

にあたり、今後の施策拡充を訴えて、キャ 

ラバン隊が来られました。 

墨
美
書
道
連
盟
（
木
村
翠
畔
会
長
）
必
 

は、 
11 

月
 10 

日
か
ら
 15 

日
ま
で
、
中
国
無
 

錫
市
の
書
・
画
家
4
名
を
招
い
て
、
日
・
 

中
友
好
文
化
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

こ
の
文
化
交
流
は
昭
和
 61 

年
か
ら
始
 

ま
っ
た
も
の
で
、
友
好
活
動
の
一
端
を
 

行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

場
 

本
 

く
 

・力 す
 

さ
 

ん
 

一
 】つ 

、ノ 
"

'

 

／
ー
 

「暖あ・養がげ運動Jを」 准進 
日常の生活における、いろんな悩みや問題を、遠慮なく 

ご想談ください。 （敬称】略） 

『 撮当民生萎‘員
藤 村 友 也 
上小路ft 28一2586 

担 当 地 区 議 

上小路・下小路・皿山・原・天郷 
上天郷・慶寿園・天郷荘 

村 上 撮 子 
常 福ft 28- 2 1 8 7 

堀田・常福・原田・今屋敷 

長 野 積 
大 谷ft 28- 2 8 7 3 

上里1、 2・中里・山崎・板取・ 
大谷・大谷団地・高見台 

小 松 章 
大浦2 ft 28一3144 

薬王寺・大久保・徳市団地・上、中、下谷 
大浦2の1・2の2・謝訪山・上野病院 

小 松 義 
大浦1 ft 28- 3 7 3 6 

大浦‘i地1、 2・天郷‘i地・ 
大浦1の1・1の2 

縄 田 ― 郎 
石 松ft 28- 3 7 9 5 

上組・下組・春日・市津・石松・猿田 

木 村 正 史 
8のlB28一3154 

8-1 、 2、 3 . 4 .' 5・吉ケ浦 

池 永 直 
東 組ft 28- 2 2 2 6 

東組・中組・西組・岩屋組・ 
下町1、 2・岩屋‘i地 

辻 村 栄 子 
猿 田ft 28- 3 1 8 3 

上の原1、 2、3 ・赤池‘i地1、 2 
板屋‘i地1、 2・猿畑1-3 

久 原 ますみ 
大和lft 28- 2 0 7 0 

本町1、 2 、3・貴船1..2 、3・ 
旭ケ丘・大和1、 2・昭和町 

高 橋 萌 
車道1 ft 28- 3 6 0 2 

車道1、 2 、3 、4・稲荷1、 2・ 
暁町・徳人原1、 2 

ニ】二 藤 久 子 
松本1 ft 28一2591 

松本1、 2・朝日町・上、下桜 
西ケ丘・ひまわり団地・中央台 

亀 谷 松 次 
伏原2 ft 28- 2 3 0 8 

伏原1、2 、3、 4・ 
町営伏原1、2 、3、 4、5 

白 石 新 覚 
高尾2 ft 28一3035 

高尾1、 2・高尾団地1 \2・ 
上寿、下寿、西寿 

奥 村 健 夫 
西町1 ft 28一4988 

西町1、 2・下西町・県営伏原・伏原 
南町2・伏原5 

中 野 キョ子 
南町団地ft 28-4017 

中町1、 2・中町団地・ 
南町‘i地・東町 

柴 田 司 郎 
北 町ft 28- 2 6 5 0 

北町1、 2、3・新町・コスモスタウン 
花員・小藤・小藤団地1、 2 

藤 田 春 枝 
緑ケ丘NT冒28-2411 

緑ケ丘NT・赤池NT・生力NT 
さくらNT・市場団地・サンタウン 

郡の情報コーナーです。 

田川市 

（田川市美術館） 
～彩られた魂の調べ～ 

シャガール版画展 

1月5日～31日 

方城町 

下田川4ケ町連合消防出初式 

1月10日 9時30分～ 

方城町民グラウンド 

金田町 

成人式 

1月15日10時～総合会館 

糸田町 

成人式 

1月15日10時～ 

文化福祉総合会館 

大任町 

。成人式 

1月15日10時～4映公民館 

。消防出初式 
1月17日10時～大任畔校 

。田川郡民マラソン大会 

1月17日10時15分スタート 

大任町農協横 

川崎町 

。消防出初式 

1月10日川崎小グラウンド 

。子供会綱弓は大会 

1月24日 9時～役場前広場 

香春町 

。消防出初式 

1月10日香春町役場前 

。成人式 

1月15日 中央公民館 

。ふれあい朝市 

1月14日 9時～役場前広場 

添田町 

。いろはカルタ大会 

1月23日14時～オークホール 

。少年の主張大会 

1月30日13時～オークホール 

～地区公連が福祉札トワ己7づくりを具体化へ～ 
地区公民館連合会（太田荒喜会長）では、各地 

区公民館長研修会で提起された、「高齢者社会 
が地域に求めるもの」を受け、理事会で議論し、 

「愛の声かけ運動、安否確認」を目的とした、地 
域の福祉ネットワークづくりを進めています。 
赤池町では、平成4年3月の調査で、老人人 

口比率（65才以上）が17.4 %(1,786人）で、全国 

比率12.6 %(H 3年10月）を4 . 8％も上回る率と 

なっています。 
更に、75才以上の比率も7.3 % (743人）であ 

り、今後急激な増加が予測され、重要な課題と 
なります。一人暮らしの人も、328人（施設、病 

院除く）となっており、今後も増加の傾向にあ 

ります。 
このように、今後ますます増加していく高齢 

者や、要援護老人にとって、真に健全で安らか 
な、かつ、生き甲斐のある生活の実現のため、 
地域での役割がいかに多く、大切かという視点 

で、「向う三軒両隣りで取り 
、組む、愛の声かけ・安否確 

、ーノ、ー)認運動”」即ち、［地域恒鉢 
ネットワーク」づくり運動 

に着手しています。 

・
 

「
心
の
教
育
を
め
ざ
し
て
」
を
タ
イ
ト
 

ル
に
、
子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
 12 

月
 15 

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

学
校
五
日
制
を
課
題
に
、
4
人
の
パ
 

ネ
ラ
ー
の
意
見
発
表
や
、
会
場
か
ら
の
 

意
見
な
ど
、
時
間
が
足
り
な
い
程
の
シ
 

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
し
た
。
 

と
 

き
 

生
 

き
 

生
 

く
 

カ
 

も
 

ど
 

子
 

蕪
鷺
蕪
鱗
難
蕪
麟
鱗
灘
難
難
難
難
難
麟
難
難
？
難
難
舞
舞
鷺
m
鷲

難

 

uJ 一
 

纏
鷺
議
麟
鷺
繊
轟
磯
 

や
さ
い
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
ノ
 

年
末
年
始
で
、
 
つ
い
つ
い
 

飲
む
機
会
が
多
く
な
り
、
胃
 

腸
が
弱
っ
て
ま
せ
ん
か
っ
・
ま
 

た
、
カ
ゼ
を
ひ
い
て
寝
こ
ん
 

だ
り
し
て
ま
せ
ん
か
？
・
 

こ
の
時
期
、
か
ら
だ
の
働
 

き
を
円
滑
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
、
 

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
大
切
な
栄
養
 

灘
素
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
る
野
菜
を
 

難
十
分
と
っ
て
、
病
気
へ
の
抵
抗
力
を
つ
 

鵬
け
て
お
き
ま
し
よ
う
。
 

「 

さ
ら
に
、
最
近
の
研
究
で
は
、
野
菜
 

議
を
毎
日
と
る
人
ほ
ど
、
ガ
ン
の
死
亡
率
 

敏
が
低
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

』「
 

そ
ん
な
優
れ
者
の
野
菜
を
1

日
卿
グ
 

麟
ラ
ム
は
と
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

1
日
 00 

グ
ラ
ム
を
と
る
コ
ツ
 

'li,lII，麟I麟昌1;I~ 瞬
 

)
ii
 

①
朝
食
を
必
ず
と
る
 

朝
食
抜
き
で
は
如
グ
ラ
ム
の
確
保
は
 

困
難
。
朝
食
は
必
ず
食
べ
、
野
菜
 

を
し
っ
か
り
と
ろ
う
。
 

②
毎
日
が
サ
ラ
ダ
に
な
ら
な
い
よ
う
 

に
、
生
野
菜
だ
け
で
は
量
が
と
れ
 

ず
、
カ
ロ
チ
ン
や
鉄
分
の
多
い
緑
 

黄
色
野
菜
が
不
足
が
ち
に
な
る
。
 

ゆ
で
た
り
、
い
た
め
た
り
、
煮
た
 

り
し
て
、
料
理
の
工
夫
を
。
 

③
献
立
に
困
っ
た
と
き
は
な
べ
料
理
。
 

な
べ
も
の
は
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
 

と
る
の
に
便
利
な
料
理
。
 

④
冷
凍
野
菜
を
常
備
す
る
。
 

忙
し
く
て
買
物
が
で
き
な
い
と
き
 

に
重
宝
す
る
。
ま
た
、
多
め
に
作
 

っ
た
と
き
は
、
ホ
ー
ム
フ
リ
ー
ジ
 

ン
グ
を
活
用
す
る
。
 

⑤
外
食
は
野
菜
付
き
の
定
食
も
の
を
。
 

外
食
で
の
つ
け
合
わ
せ
の
邸
話
木
は
、
 

せ
い
ぜ
い
 30 

グ
ラ
ム
。
野
菜
の
多
い
 

メ
ニ
 
ュ
ー
を
。
 

1
日
 00 

グ
ラ
ム
を
と
る
に
は
、
朝
、
昼
、
 

n
、U 

タ
に
卿
グ
ラ
ム
ず
つ
と
る
の
が
、
ひ
と
つ
 

の
目
安
。
 
そ
こ
で
助
グ
ラ
ム
の
野
菜
は
ど
 

の
く
ら
い
か
、
目
安
量
を
覚
え
て
お
き
 

ま
し
よ
う
。
 

ま
た
、
野
菜
に
 

養
価
の
個
性
が
あ
 

は
、
お
の
お
の
栄
紅
 

る
の
で
、
1
日
5
 

、
7
種
以
上
は
食
 

べ
ま
し
よ
う
。
 

健
康
な
生
活
の
 

た
め
に
は
、
野
菜
 

は
不
可
決
で
す
。
 

な
べ
も
の
の
お
い
 

し
い
時
期
で
も
あ
 

り
ま
す
の
で
、
た
っ
 

ぷ
り
野
菜
を
と
っ
 

て
、
体
の
調
子
を
 

整
え
ま
し
よ
う
。
 

驚
「
難
灘
簾
繊
灘
業
鷲
轟
難
舞
麟
蕪
紺
麟
難
麟
碑
難
難
麟
鷺
難
）
蕪
麟
難
難
一
難
撫
難
灘
難
響
難
難
蕪
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

順
不
同
。
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
 11 

月
 25 

日
か
ら
 12 

月
 18 

日
ま
で
 

【
香
典
返
し
】
0

伊
藤
利
子
（
貴
船
）
 

o
進
藤
孝
一
（
中
組
）
o

北
島
サ
ツ
キ
 

（
緑
ケ
丘
）
以
上
三
件
で
十
一
万
円
で
す
。
 

【
寄
付
】
o

西
山
フ
ジ
廿
二
千
四
百
一
一
 

十
円
o

匿
名
の
人
一
名
廿
五
千
円
 

【
特
別
」
質
助
会
費
】
（
本
並
未
、
法
人
一
口
廿
 

一
万
円
）
o

稲
垣
商
店
廿
一
口
o

肖
松
 

本
商
店
廿
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
二
般
一
口
廿
工
由
U
 

o
沢
永
孝
美
廿
一
口
o

武
田
キ
ク
エ
廿
 

一
口
o

神
野
一
郎
廿
十
口
o

加
治
馨
廿
 

十
口
o

谷
富
次
廿
五
ロ
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

藤
村
三
郎
廿
一
 

万
円
o

長
谷
川
ひ
ろ
子
廿
一
万
円
o

熊
 

谷
琢
義
廿
一
万
円
o

谷
富
次
廿
五
千
円
 

o
匿
名
の
人
廿
千
円
o

福
祉
バ
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
七
万
二
千
七
百
 

十
一
円
 

老
人
ホ
ー
ム
 
天

郷

荘

 

o
緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
子
供
会
廿
餅
 

7
加
o

増
田
栄
廿
み
か
ん
 30 

加
o

大
庭
 

文
具
薬
店
廿
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
 50 

箱
 

o
久
留
見
貴
士
廿
紳
士
服
 18 

着
 

11 月福祉センターの行事 

館 日1日より4日まで（年始休館） 

11日、15日、17日、18日、25日 

。心配ごと相談日19日、27日（午前11時～午後3時30分まで） 

。健康相談日12 日（午前10時30分～午後2時まで） 

。仏教講演会13日（午前11時より） 

。演 芸 入館者の方へご自由に舞台を提供しています。 

。福祉バス運行日1日から3日まで運休。4日から7日まで 

は日祭日運行となりますが、その他は平 

常どおりです。 

、※ゲートボール場も自由にご利用下さい（ナイター可） ノ 
、 ．ノ 

。休 

活
用
さ
れ
で
い
ま
繊
 

ふ
る
さ
と
づ
」
く
り
基
金
 

自
ら
考
え
、
自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
 

く
り
事
業
（
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
）
が
 

平
成
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
 

員
会
（
山
下
次
男
委
員
長
）
を
発
足
さ
 

せ
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
 

な
ど
を
踏
ま
え
、
基
金
の
活
用
を
検
討
 

し
、
町
長
へ
答
申
が
な
さ
れ
事
業
が
行
 

な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
 
現
在
の
基
金
の
 

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
（
概
算
）
 

現
在
額
 
」
億
八
千
三
百
万
円
 

使
用
額
 

一
千
万
円
（
市
場
駅
）
 

一
千
二
百
万
円
（
昨
年
の
童
 

謡
ま
つ
り
イ
ン
赤
池
）
 

今
後
も
委
員
会
を
中
心
に
検
討
が
な
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

囲
碁
織
好
会
だ
 

12 

月
例
会
成
績
 

山
 

優
勝
者
 

A
パ
ー
ト
中
村
三
郎
さ
ん
（
岩
屋
組
）
 

B
パ
ー
ト
中
村
康
利
さ
ん
（
東
 
組） 

c
パ
ー
ト
木
村
正
弘
さ
ん
（
市
 
場） 

1
月
例
会
 

10 

日
回
9
時
 30 

分
5
 17 

時
 

町
民
会
館
 
和
室
 

布
石
の
順
序
は
、
一
、
ア
キ
隅
一
一
、
シ
 

マ
リ
（
カ
カ
リ
）
三
・
ヒ
ラ
キ
 
四
、
ツ
 

メ
 
五
、
ト
ビ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

基
礎
を
身
に
つ
け
、
今
年
も
棋
力
ア
ッ
 

プ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
中
村
会
長
よ
り
 

「
」
」
 

（
一
 
）一 



(8) 
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保育所の入所申し込み 

受 け付け ま す 

●受付期間 1月19日（刃-22日岡まで 

●受付場所 役場福祉健康課 

呑 2 8-20 00 （内線259) 

●申し込み用紙 1月11日（月）より各保育所および 

役場福祉健康課に用意しています 

苗木・シイ夕ケ菌などの 

予
防
・
検
診
●
相
談
 

◇
三
種
混
合
 

。
8

日
囲
町
民
会
館
 

‘
後
 112
 

ケ
月
ノ
 

、 

13 

時
 30 

分
5
 14
 

時
 30 

0
2
月
9
日
因
町
民
会
館
7
 

48
 

\
 

13 

時
 30 

分
5
 14
 

時
 30 

分
 

I- 

◇
乳
児
相
談
 

o 18 

H
囲
町
民
会
館
 

（
生
後
4

・7
) 

10 

時
5
 1
' l
時
 

〈. 

10
 

児」 

。
原
子
爆
弾
被
爆
者
ニ
世
の
人
の
健
康
 

一 

診
断
 

o
対
象
 
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
で
受
 

診
を
希
望
す
る
人
 

o
受
診
料
 
無
 
料
 

、」
 

0
実
施
病
院
 
飯
塚
病
院
 
8
時
 30 

か
ら
 110 

時
 30 

で
受
付
 

（
他
の
病
院
も
あ
り
ま
す
。
 
／
 

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
 

0
実
施
期
間
 
2
月
 115 

H
5
 26 

H
（
土
・
 

一 

日
を
除
く
）
 

申し込み受け付ます 

シイタケ菌、杉、ヒノ木の苗などの注文を受け 

付けています。 

●申し込み期日 1月20日（水）まで 

●申 し込み 役場産業振興課農政係 

'2 8一2004 （内線262) 

まちづくり講演会に 

参加してみませんか 

まちづくりに焦点をあてた講演会を開催しま 

す。誇れる筑豊の明日を築くため、過去の筑豊 

を見っめ直したいと思います。 

●い っ 1月30日（土） 

●どこで 田川市民会館 

●講 演 林えいだい氏 

（ノンフイクション作家香春町在住） 

「筑豊の関と展望」 

●参加料 無料 

●問‘恰わせ田川保健所内 

精神に障害をもっ人に優しい町・田川 

をっくる会事務局谷44 -066 6 

新築の県営住宅への 

入居者を募集します

●場 所 方城可地（方城町弁城） 

●間 取 り 6帖、6帖、4.5帖、DK 

●戸 数 21戸（中耐構造） 

●申込書配布及び 1口lnnI」［A一。cnI」い 
'1】プサ’り；」えニ 1月19日（刃～26 日（刃 
受付期間

‘ ノJ ー 一 、ノ 、I ー ー 、～ 

●申込書配布 田川土木事務所及び赤池町役場 

場 所 住宅係 

●問い合わせ先 福岡県住宅供給公社県営住宅管理部 

容092-781-8 066 まで 

交通事故ご相談 
本☆電話のご相談もお受【ナします 

、＊ 痛 容093 -521 -2140（直通） 

；、、、 事 相談日‘月曜から金曜午前9時半～12時 

深戎 故 午後1時～4時40分（祝祭日を除く） 

‘、’ ’こ； ⑥専門の相談員が親身になってご相談 
~ 

“ に応じます 

隻 ⑨弁護士相談日 
言父 毎週金曜日午後1時～4時

社団法人 日本損害保険協会

小倉自動車保険請求相談セン夕ー

北九州市小倉北区紺屋町9 -1明治生命小倉ビル5階 
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